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１９６５年




第75回那覇市議会会議録




＝臨時会＝









１９６５年８月５日































那覇市議会




会議録目次

招集告示

上程案件

第９１号　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について

第９２号　専決処分の承認を求めることについて

第９３号　専決処分の承認を求めることについて

第９４号　監査委員選任の同意を求めることについて

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８月５日

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開会・開議

○　議長選挙

○　議長あいさつ

○　緊急動議（日程変更並びに浸水被害調査について）

黒潮隆議員（提出者）

○　　赤嶺慎英議員

○　表決

○　議席の決定

○　会議録署名議員の指名

○　副議長選挙

又吉久正議員

○　副議長選任あいさつ

辺野喜英興議員

（休憩・再開）

○　諸般の報告

○　会期決定

○　常任委員数の決定並びに委員の選任

○　臨時出納検査立会人の互選

○　提案理由説明

企画部長（第９１号　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について）

○　表決

○　提案理由の説明

建設部長（第９２号　専決処分の承認を求めることについて）

○　質疑　　　　久高友敏議員

建設部長

○　表決

○　提案理由の説明

建設部長（第９３号　専決処分の承認を求めることについて）

○　表決

○　提案理由の説明

総務部長（第９４号　監査委員選任の同意を求めることについて）

○　質疑　　　　黒潮隆議員

総務部長

市長

仲本安一議員

市長

○　討論　　　　黒潮隆議員（反対）

宮良永昌議員（賛成）

○　表決

○　提案理由説明

黒潮隆議員（日程追加１　台風水害の調査について）

儀間真祥議員

○　委員会付託

○　質疑　　　　久高友敏議員

建設部長

又吉久正議員

市長

儀間真祥議員

金城吾郎議員

経済民生部長

又吉久正議員

建設部長

○　提案理由の説明（決議案）

椿　秀義議員（復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議）

○　質疑　　　　黒潮隆議員

椿秀義議員

金城吾郎議員

椿秀義議員

○　表決

○　緊急質問（佐藤総理の来島についての市の態度）

大山盛幸議員（質問者）

市長

金城吾郎議員（関連質問）

市長

○　閉会




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






那覇市告示第６７号

１９６５年８月２日










　第７５回那覇市議会（臨時会）を次のとおりに招集する。










那覇市長　　西銘順治










記




日時　　　　　１９６５年８月５日（木）午前１０時




場所　　　　　那覇市議会会議室




付議事件




(1)　議長選挙




(2)　副議長選挙




(3)　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について




(4)　専決処分の承認を求めることについて




(5)　専決処分の承認を求めることについて




(6)　監査委員選任の同意を求めることについて














１９６５年８月







第75回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件







議案第９１号




那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について




　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例を別紙のとおり制定するものとする。




１９６５年８月５日提出




那覇市長　西銘順治




（提案理由）

　新庁舎に移転するについて、那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める必要があるので、この案を提出する。







那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例




　那覇市役所位置の変更条例（１９６３年那覇市条例第２２号）の施行期日は、１９６５年９月２４日とする。






議案第９２号




専決処分の承認を求めることについて




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記の事項について別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６５年８月５日提出

那覇市長　西銘順治

記

１．品名　　　　　　　　６１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツト

２．契約の相手方　　　　沖繩工業商事株式会社社長　伊豆見元貞

３．既定納入期限　　　　１９６５年７月３１日まで

４．更新する納入期限　　１９６５年８月２４日まで




（提案理由）

　予備発電機の納入期限は１９６５年７月３１日までとなつているが、既定の期限には納入する見込みがたたず、納入期限を変更する必要があるので、この案を提出する。




専決処分書

　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、予備発電機購入の契約変更について急を要し、議会を招集する暇がないものと認めるので、次のとおり専決処分する。

１９６５年７月２９日

那覇市長　西銘順治

記

１．品名　　　　　　　　６１５０Ｅ型デイーゼル発電機セツト

２．契約の相手方　　　　沖繩工業商事株式会社　社長　伊豆見元貞

３．既定納入期限　　　　１９６５年７月３１日まで

４．更新する納入期限　　１９６５年８月２４日まで






議案第９３号




専決処分の承認を求めることについて




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、下記の事項について別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によりこれを報告し、承認を求める。

１９６５年８月５日提出

那覇市長　西銘順治

記

１．件名　　　　　　小禄団地宅地造成工事（第１期）

２．契約の相手方　　座波建設株式会社　取締役社長　座波政福

３．既定工期　　　　議決の日から１９６５年７月３１日まで

４．更新する工期　　議決の日から１９６５年８月３１日まで




（提案理由）

　この工事の工期は１９６５年７月３１日までとなつているが、工期内に完成する見込みがたたず工期を変更する必要があるので、この案を提出する。




専決処分書




　市町村自治法第１１４条第１項の規定により、小禄団地宅地造成工事の契約変更について急施を要し、議会を招集する暇がないものと認めるので、次のとおり専決処分する。

１９６５年７月２９日

那覇市長　西銘順治

記

１．件名　　　　　　小禄団地宅地造成工事（第１期）

２．契約の相手方　　座波建設株式会社　取締役社長　座波　政福

３．既定工期　　　　議決の日から１９６５年７月３１日まで

４．更新する工期　　議決の日から１９６５年８月３１日まで






議案第９４号




監査委員選任の同意を求めることについて




　次の者を本市の議会の議員の中から選任する監査委員に選任したいので同意を求める。




１９６５年８月５日提出







那覇市長　西銘順治







記







喜久山朝重　　　　　　　　　金城重正




（提案理由）

　議員の中から選任されていた監査委員の任期が満了したので、この案を提出する。




履歴書




本籍　　　　那覇市字与儀１７２２番地

現住所　　　那覇市字樋川４１番地




喜久山朝重

大正５年１２月１０日生




学歴




１９３６年　４月　　那覇市立青年学校卒業




職歴




１９３４年１０月　　喜久屋商事創立

１９３９年　８月　　那覇市立青年学校助教

１９４８年　３月　　沖繩機械製塩株式会社取締役

１９４９年　４月　　那覇地区公衆浴場組合長１１年

１９５０年１２月　　開南本通り会長４期

１９５１年１０月　　大東糖業株式会社監査役（６期現在）

１９５３年　５月　　沖繩傷痍軍人会理事　那覇支部長

１９５７年　３月　　琉球政府技能者養成指導員検定員

１９５９年　５月　　沖繩冷凍乳業株式会社常務取締役

１９６１年　８月　　那覇市監査委員

１９６４年１０月　　上記沖繩冷凍乳業株式会社退職

１９６４年１１月　　那覇文化センター監査役




　上記のとおり相違ありません。

１９６５年８月５日

喜久山　　朝重




履歴書




本籍　　　　那覇市字具志５４番地

現住所　　　那覇市字高良９８番地

金城重正

昭和６年１月６日生

学歴

１９４９年　３月　　那覇高等学校卒業

１９４９年１０月　　首里外語学校卒業

１９５１年　４月　　専修大学商経学部入学

１９５３年　７月　　同校中退




職歴




１９５０年　３月　　民政府資源局に通訳として勤務

１９５１年　３月　　退職

１９５４年　８月　　琉球政府出入管理部に勤務

１９５７年　２月　　退職

１９５７年　２月　　Ｃ．Ａ．Ｔ航空会社に旅客主任として勤務

１９６２年　８月　　退職

１９６２年　８月　　那覇市総務部総務課秘書係長として勤務

１９６５年　６月　　退職




　上記のとおり相違ありません。




１９６５年８月５日

金城重正












１９６５年８月







第75回那覇市議会会議録




臨時会




上程案件　処理結果







第７５回那覇市議会（臨時会）処理結果




開催年月日　１９６５年８月５日

	１９６５年８月５日　
	（午前１０時１７分開会）

	（午後　４時１８分閉会）




１．本会議

　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり。






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	65

	8

	5

	


	議長選挙

	


	選挙




	〃

	〃

	〃

	


	議席の決定

	


	決定




	〃

	〃

	〃

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	1番議員

2番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期を定めることについて

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	


	副議長選挙

	〃

	選挙




	〃

	〃

	〃

	


	各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任

	〃

	選任




	〃

	〃

	〃

	


	常任委員長の選挙

	〃

	選挙




	〃

	〃

	〃

	


	臨時出納検査立会人の互選

	〃

	互選




	〃

	〃

	〃

	91

	那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について

	市長

	可決




	〃

	〃

	〃

	92

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	承認




	〃

	〃

	〃

	93

	専決処分の承認を求めることについて

	〃

	〃




	〃

	〃

	〃

	94

	監査委員選任の同意を求めることについて

	〃

	同意




	〃

	〃

	〃

	


	台風水害の調査について（緊急動議）

	8番議員

	成立




	〃

	〃

	〃

	決4

	復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議

	2番議員外３名

	可決




	〃

	〃

	〃

	


	佐藤総理の来島についての市の態度（緊急質問）

	18番議員

	質問
















１９６５年８月







第75回那覇市議会会議録




臨時会







８月５日（木曜日）





１９６５年第７５回那覇市議会会議録　臨時会




○８月５日（招集日）

	（午前１０時１７分　開会）

	（午後　４時１８分　閉会）









○出席議員（２９名）





	　１番
	安見福寿君
	１７番
	金城吾郎君


	　２番
	椿秀義君
	１８番
	大山盛幸君


	　３番
	大浜長弘君
	１９番
	又吉久正君


	　４番
	喜舎場盛一君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　５番
	山川正平君
	２１番
	金城重正君


	　６番
	儀間真祥君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　８番
	黒潮隆君
	２３番
	喜久山朝重君


	　９番
	友利栄吉君
	２４番
	平良真次郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２５番
	高良一君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君


	１５番
	久高友敏君
	３０番
	渡口麗秀君


	１６番
	仲本安一君










○欠席議員





	　７番
	瀬長フミ君
	

	










○説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	収入役
	渡口正行君


	総務部長
	城田清才君


	企画部長
	新里博一君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	水道部長
	玉城定仁君


	企画調査課長
	上原繁栄君


	建設部庶務課長
	渡久地敬正君


	人事課長代理主事
	池宮城幸雄君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	新垣襄二君


	議事課長
	玉城三郎君


	調査係長
	新垣繁君


	議事係長
	山城正信君


	　
	　


	記録係長
	比嘉朝興君


	記録係
	長嶺善勇君


	〃
	徳村政保君


	調査係
	亀島美一君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６５年第７５回那覇市議会　臨時会　議事日程第１号




１９６５年８月５日（木曜日）午前１０時開議




第１　　議長選挙




第２　　議席の決定




第３　　会議録署名議員の指名について




第４　　会期を定めることについて




第５　　副議長選挙




第６　　各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任




第７　　常任委員長の選挙




第８　　臨時出納調査立会人の互選




第９　　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について

（市長提出議案第９１号）




第１０　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９２号）




第１１　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９３号）




第１２　監査委員選任の同意を求めることについて

（市長提出議案第９４号）




追加第１　台風水害の調査について

（緊急動議　議員黒潮隆）




追加第２　復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議

（議員　椿秀義外３名提出決議案第４号）




追加第３　佐藤総理の来島についての市の態度

（緊急質問　議員大山盛幸）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○会議に付した事件




第１　　議長選挙




第２　　議席の決定




第３　　会議録署名議員の指名について




第４　　副議長選挙




第５　　会期を定めることについて




第６　　各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任




第７　　常任委員長の選挙




第８　　臨時出納検査立会人の互選




第９　　那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定について

（市長提出議案第９１号）




第１０　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９２号）




第１１　専決処分の承認を求めることについて

（市長提出議案第９３号）




第１２　監査委員選任の同意を求めることについて

（市長提出議案第９４号）




日程追加第１　台風水害の調査について	（緊急動議　議員黒潮隆）




日程追加第２　復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議

（議員　椿秀義外３名提出決議案第４号）




日程追加第３　佐藤総理の来島についての市の態度

（緊急質問　議員大山盛幸）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○臨時議長（平良　亀助君）

　ただいまから本日をもつて招集されました第７５回那覇市議会臨時会を開会いたします。直ちに会議を開きます。

　本日の日程はお手元に配布してある第１号のとおりであります。この際議事の進行上仮議席を指定いたします。

　仮議席はただいま御着席の議席と指定いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○臨時議長（平良　亀助君）

　日程第１これより議長の選挙を行ないます。

　おはかりいたします。

　選挙の方法は投票または指名推選のいずれにいたしますか。




○赤嶺　慎英君

　動議を提出いたします。

　ただいまの日程第１の議長選挙につきましては、議長が今お話のとおりでございますけれども前議員あるいは栄えある御当選なさいました新らしい議員の方々もいらつしやいますので、一応５分ないし１０分間の休憩をいたしまして、そののちに決選投票で議長を選挙したらと思いまして動議を提出いたします。　　　（「賛成」という者あり）




○臨時議長（平良　亀助君）

　ただいまの動議は成立しております、おはかりいたします動議のとおり休憩することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認め休憩いたします。

	（午前１０時２０分　休憩）

	（午前１０時５８分　再開）










○臨時議長（平良　亀助君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　先ほど赤嶺慎英議員から決選投票にすべしとの動議が提出されましたが、さよう取り計らうことにして異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議ないと認め議長の選挙は投票によることといたします。

　議場の閉鎖を命じます。（議場　閉鎖）




○臨時議長（平良　亀助君）

　ただいまの出席議員は２９人であります。




○臨時議長（平良　亀助君）

　書記をして投票用紙を配布いたさせます。（書記　投票用紙を配布）




○臨時議長（平良　亀助君）

　投票用紙の配布漏れはありませんか。




○臨時議長（平良　亀助君）

　投票用紙の配布漏れなしと認めます。

　投票箱を改めさせます。　（書記　投票箱の空虚を示す）




○臨時議長（平良　亀助君）

　異状なしと認めます、念のために申し上げます。

　選挙は市町村自治法第５８条の規定に基づきまして単記無記名投票でありますので、投票用紙の被選挙人氏名欄に投票せんとする者１人の指名を御記載になりましたら、点呼に応じて順次御投票願います。

（書記　氏名点呼　投票）




○臨時議長（平良　亀助君）

　投票の漏れはございませんか。




○臨時議長（平良　亀助君）

　投票漏れなしと認めます。




○臨時議長（平良　亀助君）

　投票を終了いたしました。




○臨時議長（平良　亀助君）

　議場の封鎖を解きます。　（議場　開鎖）




○臨時議長（平良　亀助君）

　開票を行ないます。会議規則第３０条第２項の規定により立会人は議長において安見福寿君と比嘉佑直君を指名いたします。

開票に当たりお２人の立ち会いを願います。（開票立ち合い人　立ち会う）




○臨時議長（平良　亀助君）

　開票いたします。　　（投票点検、計算を行う）




○臨時議長（平良　亀助君）

　開票いたしました。開票の結果を御報告いたします。

投票総数２９票、有効投票２８票、無効投票１票、有効投票中高良一君１５票、大山盛幸君８票、久高友敏君３票、金城吾郎君２票。




○臨時議長（平良　亀助君）

　以上のとおりであります。

比較多数をもつて高良一君が議長に当選されました。（拍手）




○臨時議長（平良　亀助君）

　以上をもちまして臨時議長としての職務を全部終了いたしましたので、新議長と交替いたします。　（拍手）

新議長高良一君を御紹介いたします。

（臨時議長　降壇　新議長　登壇）






○議長（高良　一君）

　このたびは皆さんの絶大なる御支持によりまして議長の席に着かせていただき、まことにありがとうございます。

私これでちようど三期の議長をつとめることになりますが、その間瀬長市長、東江臨時市長、兼次市長、西銘市長となつておりますが、国際性を帯びるところの那覇市の議会は非常に重大な岐路に立つわけであります。

特に新らしい議員の皆さま方は今回の選挙に対して御協力をいただいたことに対して感謝する次第であります。

そういう意味で皆さんの公約の中において一番道路問題があると思います。その道路問題を一挙に片づけなければいけないということが大事な問題と思つておりますので、西銘市長の、われわれのもとにこの大きな問題を解決していくということを痛感しております。

本日は簡単ではございますが就任のあいさつにかえまして、またあらためて皆さんにごあいさつしたいと思つております、よろしく御指導御援助をお願いしたいと思つております。（拍手）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「議長緊急動議」という者あり）








○黒潮　隆君

　緊急動議を提出いたします。

皆さんもよく御承知のことと思いますが、きのうの暴風によつて公設市場一帯が浸水によつて甚大な被害をこうむつております。

この被害を調査するのが他の議案を審議するより優先して行なうべきじやないかと、こういうふうに考えます。

那覇市の場合は公設市場も建設するというふうに計画を進めておりますが、ガーブ川を改修した場合に浸水はしないというふうに宣伝されましたが大きな浸水をしております。

したがつて緊急に調査しない場合には、片づけられたあとから行つたんでは被害がどれくらいあつたか十分われわれとしてつかむことができないんじやないかというふうに考えます。

これは市民の台所と直結し市民の生活と直接結びついておりますので、特にガーブ川、公設市場を中心としたところの浸水、暴風の被害調査、これに全議員こぞつて行くべきじやないか。

その後に日程第２から進めてもらうために日程変更と、さらに浸水の被害調査についての緊急動議を提出いたします。

よろしく皆さんの御賛同をお願いいたします。

（「賛成」「議長」という者あり）






○赤嶺　慎英君

　ただいまの動議に対して賛成でございますが、本日の日程の第５はすぐ片づく問題と思いますので、それを片づけてから今の行動を起こしたほうがよくはないかと思いますので議事進行の動議を提出いたします。

（「賛成」という者あり）




○儀間　真祥君

　今の水害調査の問題ですね、これを一応片づけてから、あとで見に行つたんではどのくらいの被害があつたかということについてはわからないわけです。

それと同時に安謝地区、あの辺も相当浸水しておりますのでそれと並行して十分見ておく必要があると思いますので、それを先にしてもらいたいということを主張します。




○議長（高良　一君）

　ではただいまの赤嶺慎英議員から提出されました、日程第５の副議長選挙、これを先にやろうと（「日程５までですか」「日程５だけですか」「全部」という者あり　発言多数）




○議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午前１１時２５分　休憩）

	（午前１１時２７分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

おはかりします、休憩中の話し合いのとおり、日程の２、３、５までは簡単に処理できる問題でありますので、第４の会期については被害調査の結果を見なければ決定できませんので一応保留して、第５までを今処理してから水害の現場調査に行くと、そのとおり日程変更をすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めさよう取り計らうことに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　次日程第２、議席の決定についてでありますが、現在の議席のままで議席を決定したいと思いますが、（「異議なし」「それはいけないですよ」という者あり）




○議長（高良　一君）

　実は新庁舎の議席もこういうふうに配置されておりますので、

　休憩します。

	（午前１１時２９分　休憩）

	（午前１１時３２分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　ただいまの議席決定につきましては書記をして朗読させます。






○書記（山城　正信君）





	　１番
	安見福寿議員
	１１番
	真栄城嘉園議員


	　２番
	椿秀義議員
	１２番
	金城庄瑞議員


	　３番
	大浜長弘議員
	１３番
	仲宗根昌弘議員


	　４番
	喜舎場盛一議員
	１４番
	宮良永昌議員


	　５番
	山川正平議員
	１５番
	久高友敏議員


	　６番
	儀間真祥議員
	１６番
	仲本安一議員


	　７番
	瀬長フミ議員
	１７番
	金城吾郎議員


	　８番
	黒潮隆議員
	１８番
	大山盛幸議員


	　９番
	友利栄吉議員
	１９番
	又吉久正議員


	１０番
	吉浜朝一議員
	２０番
	赤嶺慎英議員


	２１番
	金城重正議員
	２６番
	比嘉佑直議員


	２２番
	赤嶺保三郎議員
	２７番
	比嘉朝四郎議員


	２３番
	喜久山朝重議員
	２８番
	平良亀助議員


	２４番
	平良真次郎議員
	２９番
	辺野喜英興議員


	２５番
	高良一議員
	３０番
	渡口麗秀議員




　以上でございます。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。

ただいま朗読したとおり議席を決定することに御異議ありませんか、

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第３会議録署名議員の指名についてを議題といたします。

　本日の会議録署名議員は安見福寿議員と椿秀義議員を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第４はあと回わしにしまして、日程第５これより副議長の選挙を行ないます。おはかりいたします。

選挙の方法は投票または指名推せんのいずれにいたしますか。






○１９番議員（又吉　久正君）

　副議長の選挙でございますが、議長選挙も終わりましたので副議長選挙には最適任者がおられると思いますので推選によつてきめていきたいという動議を提出いたします。（「賛成」という者あり）

　もし推せんがよければ辺野喜英興議員が副議長として最有力であり、最適任者であると思いますので議員諸公の御同意があれば幸いだと思います。

（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　動議は成立しております。

　ただいまの１９番議員の副議長選挙に対する動議は指名推選にしたいとのことであります。よつて動議のとおり決定して御異議ありませんか。

（「反対」「賛成」という者あり）

　反対者がおられますので投票によることにいたします。

　議場の閉鎖を命じます。　（議場閉鎖）




○議長（高良　一君）

　ただいまの出席議員は２９人であります。




○議長（高良　一君）

　書記をして投票用紙を配布いたさせます。

（書記投票用紙を配布）




○議長（高良　一君）

　投票用紙の配布漏れはありませんか。




○議長（高良　一君）

　配布漏れなしと認めます。




○議長（高良　一君）

　投票箱を改めさせます。

異状なしと認めます。記載の要領は議長選挙と同じであります。

御記載になりましたら点呼に応じて順次御投票願います。

（書記　氏名点呼　投票）




○議長（高良　一君）

　投票漏れはありませんか。




○議長（高良　一君）

　投票漏れなしと認めます。




○議長（高良　一君）

　投票を終了いたしました。




○議長（高良　一君）

　議場の閉鎖を解きます。　（議場開鎖）




○議長（高良　一君）

　開票を行ないます。

開票立会人に安見福寿議員、比嘉佑直議員を指名いたします。

開票に当たりお二人の立ち会いを願います。（開票立会人　立ち会う）




○議長（高良　一君）

　開票いたしました。選挙の結果を御報告いたします。

　投票総数、２９票、有効投票２９票、無効投票なし、有効投票中、辺野喜英興君１８票、安見福寿君４票、儀間真祥君３票、赤嶺慎英君２票、仲本安一君２票、以上のとおりであります。

比較多数をもつて辺野喜英興君が副議長に当選されました。　（拍手）




○議長（高良　一君）

　副議長就任のあいさつを願います。








○２９番議員（辺野喜　英興君）

　ただいま副議長に選ばれました辺野喜英興であります。

もちろんすべての面におきまして副議長の資格を具備するもんではございませんけれども、皆さま方の御好意に対しまして、今後一生懸命公平にかつ誠実をもつて副議長の職務を完うしたいと思つておるわけでございます。

　今後ともより以上の御支援を願いたいと思います。簡単ではございますがごあいさつにかえたいと思います。　（拍手）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　休憩いたします。



	（午前１１時５２分　休憩）

	（午前１１時５３分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。これより休憩をいたしまして水害の調査をいたします。それで午後２時再開いたします。

	（午前１１時５４分　休憩）

	（午後　２時１０分　再開）






○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　諸般の報告をいたします。８月２日付那企庶発第４９７１号議案の送付について及び那企庶発第５０１２号議案の説明者について文書が送達されております。議案はお手元に配布してあります。

　議案の説明者は市長ほか１１名となつております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第４会期を定めることについてを議題としておはかりします。

　休憩します。

	（午後　２時１３分　休憩）

	（午後　２時１６分　再開）






○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。会期については本日１日と決定することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて会期は本日1日とすることに決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第６各常任委員会委員数の決定並びに委員の選任についてを議題としておはかりいたします。




○議長（高良　一君）

　休憩します。

	（午後２時１７分　休憩）

	（午後２時１８分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。日程第６の常任委員会の委員数については委員会条例第２条に総務委員会１０人、建設委員会１０人、経済民生委員会１０人と規定されておりますが、そのように決定して御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。次に委員の選任の件についてでありますが、委員会条例第５条に「常任委員及び特別委員は議長が会議にはかつて指名する」と規定されておりますので一たん休憩し各派調整の上その成案を得てから指名したいと思いますが、そのように取り計らうことに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。

　休憩いたします。

	（午後２時１９分　休憩）

	（午後２時４３分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま報告がきておりますので常任委員の選任を行ないます。選考の結果を事務局長をして報告いたさせます。




○事務局長（義永　栄善君）

　委員の配置を申し上げます、総務常任委員に久高友敏議員、仲本安一議員、黒潮隆議員、山川正平議員、喜舎場盛一議員、大浜長弘議員、辺野喜英興議員、又吉久正議員、赤嶺慎英議員、金城重正議員。

次は建設委員であります。

金城吾郎議員、儀間真祥議員、友利栄吉議員、真栄城嘉園議員、金城庄瑞議員、赤嶺保三郎議員、平良亀助議員、比嘉朝四郎議員、比嘉佑直議員、平良真次郎議員。

次は経済民生委員、瀬長フミ議員、安見福寿議員、椿秀義議員、吉浜朝一議員、宮良永昌議員、渡口麗秀議員、喜久山朝重議員、大山盛幸議員、高良一議員、仲宗根昌弘議員以上であります。

各常任委員会における年長者を申し上げます。

総務委員会では久高友敏議員、建設委員会では平良亀助議員、経済民生委員会では高良一議員になつておりますが、議長でありますので次の年長者宮良永昌議員であります。




○議長（高良　一君）

　それではただいま申し上げました諸君をそれぞれの常任委員会委員に選任することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第７、常任委員長の選挙、委員会条例第７条の規定により各常任委員会は委員長を互選しなければなりませんので、直ちに委員会を開催し委員長を互選していただき、その結果を御報告願いたいと思います。

　休憩いたします。

	（午後２時４７分　休憩）

	（午後３時１５分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

各常任委員会正副委員長の互選の結果を御報告いたします。総務委員会委員長に赤嶺慎英君と副委員長に又吉久正君。

　建設委員会委員長に平良亀助君副委員長に比嘉佑直君。経済民生委員長に安見福寿君、副委員長に宮良永昌君がそれぞれ選ばれました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第８臨時出納検査立会人の互選についてを議題としておはかりいたします。

市町村自治法第１７２条第２項に「臨時検査は、議会の議員において互選した２人以上の議員の立会を必要とする」と規定されており、前回は指名推せんにより３名互選されておりますが、今回も検査立会人を３名とすることに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認め検査立会人を３名とすることに決定いたしました。なお互選の方法については一たん休憩し成案を得てから決定したいと思いますがそのように取り計らうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。

	（午後３時１７分　休憩）

	（午後３時１８分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　ただいまの臨時出納検査立会人３名の選考について、選考員をあげて人選したいと思います。

委員を読みあげて御了承願いたいと思います。

　黒潮隆議員、金城吾郎議員、安見福寿議員、比嘉朝四郎議員、又吉久正議員、と副議長辺野喜英興君を入れまして、これだけの方々に立会人の人選をお願いしたいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めさよう決定いたしました。しばらく休憩をして選考をお願いいたします。　休憩いたします。

	（午後３時２１分　休憩）

	（午後３時２７分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

選考の結果を御報告いたします、赤嶺慎英君、山川正平君、金城吾郎君以上３名でございますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認め、臨時出納検査立会人を以上の３名の方に指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第９、第９１号議案那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定についてを議題として当局の説明を求めます。






○番外（企画部長　新里　博一君）

　議案第９１号、那覇市役所位置の変更条例の施行期日を定める条例制定についての提案理由を御説明申し上げます。

　那覇市役所の位置を現在地から新庁舎の建設地に変更することにつきましては１９６３年の６月那覇市役所位置の変更条例の定めるとおりでございますが、当時は新庁舎の設計を行なう段階でありましたために完成時期と移転の時期が不明でありましたので条例の施行期日はほかの条例に委任したのでございます。

新庁舎の完成が間近くなりました現在、移転の時期を定めることが可能になりましたので位置変更の期日を定めるこの議案を提出した次第でございます。

よろしく御審議下さいますようお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。本案については原案どおり可決することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

御異議なしと認めます。よつて本案可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第１０、第９２号議案専決処分の承認を求めることについてを議題として当局の説明を求めます。



○番外（建設部長　花城　直政君）

　ただいま上程になりました議案第９２号について御説明申し上げます。

本件は去る１月２５日議会の同意を得まして沖繩工業商事株式会社と契約を締結し１月下旬ごろ発注したのでありまするけれども、年末から１カ月余にわたるGM社の工場のストライキのため生産工程に約２カ月間のずれが生じたのでございます。

　その後操業が順調になつたので発電機は去る７月の１１日にニユーヨークを出港し、８月１３日ごろ那覇港に到着の予定でありますが、発電機の据え付け及び試運転を含めて８月２４日までの納期の延長を認めたいと思つております。以上のとおりやむなく納期を変更したのでありますが、契約の変更については議会の同意を得て変更するのが順当でありますけれども、納期の関連上急を要しましたので専決処分した次第でございます。なにとぞよろしく御審議下さいますようお願いいたします。




○議長（高良　一君）

　本案を議題として質疑に入ります。






○１５番議員（久高　友敏君）

　この専決処分をしたのはいつですか。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　７月２９日でございます。（「進行」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論終結し採決に入ります。

日程第１０、議案第９２号専決処分の承認を求めることについて、承認することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第１１、議案第９３号専決処分の承認を求めることについてを議題として説明を求めます。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　議案第９３号について御説明を申し上げます。本件は去る３月３１日議会の議決を得まして、座波建設と契約を締結して工事を施行してきたのでございますが、工期の後半から例年にない降雨続きのため工事の進捗に多大な支障を来たしたわけでございます。６月中旬ごろからは天気もようやく回復いたしまして、業者は昼夜兼行で工事を進め７月３１日までには入居に支障を来たさない部分をほとんど完成しておりましたけれども、道路沿いの歩道及び工事現場のあと片づけ等を含めて８月の３１日まで工期の延長を認めて工事の完成をはかりたいと思つております。

　以上のとおりやむを得ず工期を変更したのでありますが、契約の変更については議会の同意を得て変更するのが順当でありますけれども、工期との関連上急を要しましたので専決処分したのでございます。

　なにとぞよろしく御審議下さいますようお願いいたします。

（「質疑討論なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。

　本案については承認することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第１２、議案第９４号監査委員選任の同意を求めることについてを議題として説明を求めます。

（金城重正・喜久山朝重議員除斥のため退場）



○番外（総務部長　城田　清才君）

　議案第９４号監査委員選任の同意を求めることについての提案理由を御説明を申し上げます。

　市町村自治法第１３１条で監査委員は市町村長が議会の同意を得て議員及び学識経験を有する者の中から選任しなければならないことになつております。

　また議会議員から選任されました監査委員の任期は議会議員の任期によるものとなつており、このたびの議会議員の選挙に伴ないまして、議員から選出された監査委員が去つた８月３日をもちまして任期満了となりましたので、新たに議員から選任する監査委員の同意を求めるためこの案を提出したのでございます。

　よろしく御審議の上御同意下さいますようお願いいたします。

（「異議なし」「質疑」という者あり）




○議長（高良　一君）

　質疑に入ります。






○８番議員（黒潮　隆君）

　市長にお尋ねしたいと思います。先ほど臨時出納検査立会人を選らんだときにも主張してまいりましたが、この監査委員を選任する場合に、やはり議員二名のうち一人は野党側から出してもらえないかというのが私の質問した点であります。

　理由といたしましては新聞報道でも大きく取り上げられて皆さん御承知のことと思いますが、那覇市において消防職員による公金を横領するという事件がございました。さらに課税課の職員が２カ月間にわたつて固定資産税を７００ドルを横領着服した事件もございます。

　さらに安謝の市営住宅の家賃、これを那覇市の職員でもない者に集金させ、しかもこれが１，６００ドル余りですか、これが半年にわたつて那覇市に納められていないのもはつきり出てまいつております。それはやはり私たちは公平に那覇市の公金、これを取り扱つてもらうためにも、また市民に疑惑をもたれないためにも市民に正しい政治を行なつているという点をはつきりさせるためにも野党側から一人は出すべきじやないか、私が申し上げておるのは喜久山朝重議員や、あるいは金城重正議員の人物評論を決してしているのではございません、やはり野党側から出すことによつて那覇市自体が今までのような、この事件をうやむやにしていつたというようなことがわれわれとしては防せげるのではないか、もつと正しく予算の執行ができるのではないかと、こういう立場から一人は野党から推せんすべきだというふうに考えますが、那覇市当局としてこれに対してどういうふうに考えておられるかこれをお伺いしたいと思います。






○番外（総務部長　城田　清才君）

　お答えいたします。ただいまの黒潮議員のお説によりますと、過去におきまして諸種の汚職事件もあつたのでこれは野党議員から選任されることによつて防せげるというお考えのようでございますが、この問題につきましてはいろいろ制度上の手違いもございまして、そういつたのも逐次是正していきますし、さらに監査につきましてもなお一そう、たとえばこのたびの場合は新たに金城議員が加わわつておりますが、大いにフアイトをもやしてやつていただければ十分これは防げるもんだというふうに考えて推せんしているわけでございます。




○８番議員（黒潮　隆君）

　私繰り返えして申し上げますが、何も喜久山議員や金城議員が決して無能だと、不適任だという質問をしているんじやございますせん。やはり市当局がかような間違いを起こさないために努力するであろうということは考えられます。

　しかしながらその中にあつても野党からそういう監査委員が出ていることだけで市当局にそういつた緊張感を与えてますます努力させていく面でも有利だと、市民に対して公平な立場から野党の監視の中でもわれわれはこのように那覇市政運営していくんだという点からも、やはり野党側から一人出すべきじやないかと思います。






○番外（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。なるほど御指摘になつたような事件があつたわけでございますが、こういつた問題を今後是正するのに当局としては決してやぶさかでないのであります。あらゆる手段を講じてこういつた問題が起こらないように、かように考えております。

　与党も野党もありません、全員の中からこのお二人が一番適任だということで御推せん申し上げておるわけでございます。






○１６番議員（仲本　安一君）

　今先の市長の答弁が少々気になります。与党も野党もないということなんですが、市民福祉の立場上与党も野党もないということは私も同感です。

ただ問題はもし当局に特に市長が自信があるのであれば、われわれはこのように正直に実行している。

　したがつてどこからつつかれても欠点はないので、あるいはわれわれは自信をもつておるのでどうぞ野党の皆さんでも率直に悪いところがあれば指摘してもらいたいといつてやるような態度が私は正しい態度じやないかと思う。

　ところが今本案に出されております議員の選任については、ただ具体性を欠いて、ただこのお二人が適任だという御答弁でありますが、これでは納得できない、具体的に申し上げますならば、私も先ほど８番議員と同様に、いわゆるお二人の候補に上つております議員が学識的に、あるいは人格的に欠点があり不満があるということじやありません。いわゆる喜久山議員にしましても金城議員にしましてもその人格は認めるところでございますけれども、問題は市長がほんとうに公正な立場でいくとするならば堂々と野党からも監査委員一人を出していいじやないか、これが一点。第２点はこの自治法のいわゆる１３３条の２にもあります親族の就職禁止、これは法的には親族ではありませんけれども政治的に類推解釈してみます場合に少なくとも今まで市長と秘書の関係にあつた人が監査委員側に回わるということはややもすると、市長御自身では私は不正はいたしませんといつても市民から見る立場としてはどうしても疑問がある、そういつた面では少なくとも公正な運営をし、そして監査という本来の公正な立場から監査していくというような点から一人は野党から監査委員を出していただき、またそのぐらいの雅量は当局ももつていただきたいとこう思いますので、もう一度お考えなおしていただきましてりつぱな監査委員を推せんしなおしていただきたいとこう思います。






○番外（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。先ほど申し上げましたとおりお二人ともりつぱな学識経験をもつておりますので野党の意を体しまして十二分にその職責を果たすものだと考えております。与野党含めまして最適任だと私は考えております。

（「進行」という者あり）




○議長（高良　一君）

　質疑打ち切りまして（「討論」という者あり）討論に入ります。






○８番議員（黒潮　隆君）

　議案第９４号に反対の討論を申し上げます。

理由といたしましてはやはり那覇市の財産、那覇市の公金、これを正しく運用してもらうためにも野党側から一人監査委員を推せんし、そして議会の同意を得るべきだとこういうふうに考えます。

　しかしながら市長のただいまの答弁では野党の意を体して十分公正にまじめにやつてもらおうということでありますが、与党ではどうしても野党の意を体してやられるということはこれは不可能でございます。

　今まで申し上げましたとおり消防署の職員、しかも当間重剛市長時代にも共済会の金を使い込んでやめさせられたような職員、会計係というふうな職務において今度も他の職員の、条例で禁止されておる給料、６カ月間にわたつてごまかして給料を着服していたとそういうことがはつきり出されてきた。その場合も監査委員として、やはり与党から二人出ておられましたが、これについて市当局を追及するどころか決算においてはこれを承認して積極的に承認するような態度をとつていつたという点から見ても、やはり野党側から監査委員を一人出すことによつて、もつと那覇市の予算を執行していく面でも監査役として十分市民の利益を守つていくためには野党側からあと一人出すべきだというふうに考えて質問もいたしましたが、しかしながら市当局としては提案しているお二人が適任だと、推せんがえする意思がないという答弁から私たちはこの９４号議案、これを認めるわけにいきませんので反対いたします。






○１４番議員（宮良　永昌君）

　先ほどからお話を承つておりますと潜在意識の中に非常に濃厚に野党意識、与党意識があるように感ずるんですが、私考えてみますと何かしら那覇市役所にはどろぼうが多くて厳重に取り締まる者がおらなければいかないと、与党議員なるがゆえに非常に取り締まりが寛大で野党はきびしいかという問題、それはですね、皆各自議員としましてその監査役の監査の立場とか使命とかは十分におわかりと思います。悪いことをすれば摘発される、それから警察権を発動して引つぱられる、そういう制度がありますからそれをいちいち厳重にしたからせぬからという問題じやないのでありまして、戸締まりせぬでもどろぼうが入ります。そういうことをせぬでも一応人を見たらどろぼうだと思えという意識じやございませんで、もつときびしい監督のもとに監視をやつてもらおうということによりまして、どなたをもつてきましても人間にはかわりはない、だから野党なるがゆえにきびしい、与党なるがゆえに寛大であるということじやない、そういうことにはならぬと思いますので、私は同じことを繰り返えす時間を不経済に感じまして原案に賛成いたします。




○議長（高良　一君）

　討論打ち切り採決に入ります。

日程第１２、議案第９４号監査委員選任の同意を求めることについて、本案に御賛成の方の起立を求めます。（起立多数）






○議長（高良　一君）

　多数賛成であります。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　休憩いたします。

（金城重正・喜久山朝重議員入場）

	（午後３時５０分　休憩）

	（午後３時５３分　再開）




○議長（高良　一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

追加第１、台風水害の調査についてを議題とします。






○８番議員（黒潮　隆君）

　公設市場を中心にして行なつてまいりましたが、やはり全議員今度の台風による浸水被害を大体おわりになつたと、こういうふうに考えますが、市場だけではなしにほかにもずいぶん浸水による被害が多いということを聞いております。

　したがつて今度新しく設置されました建設委員会において引き続きこの調査を行ない、市当局に対して改善策を要求していくために議長からおはかりして、引き続きこのような調査を続けさせてもらいたいということを要望いたします。




○議長（高良　一君）

　ただいまの８番議員の要望として（「水害の調査は経民委員会じやないですか」という者あり）

　ただいまの８番議員の台風水害の調査については、午前中全議員現場を視察してまいりましたが、さらにこの調査につきましては慎重を期するために経済民生委員会に付託して議会閉会中において調査してもらうことに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認めこの調査を経民委員会に付託することに（「議長議長」という者あり）






○６番議員（儀間　真祥君）

　今の調査はガーブ川の店舗ですね、あの部分だけでなく全那覇市、全地域にわたり相当水害があると思いますのでその地域も含めて調査してもらいたいということです。






○議長（高良　一君）

　さらに全那覇市の台風水害に関する調査をしてもらいたいということですね、ではそれも含めて付託することにいたします。






○１５番議員（久高　友敏君）

　この問題についてはけさ市当局からもあの公設市場一帯を調査されたということを聞いておりますが、当然これは調査されたと思います。この概算においてどの程度の被害があつたかこの調査の結果を御報告していただきたいと思います。助役も直接そこに見えたというんだから、概略について調査がまとまつておると思います。

これから委員会でもやりますが、現時点においてどの程度の被害があつたかそれを御報告していただきます。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。被害についていろいろ見て回つてきましたけれども、この浸水を起こした原因がどこにあるかというようなことを、大体どの程度の浸水があるかという調査で見てきただけでありまして、まだ原因がどこにあるか、また被害がどの程度あるかについては今調査中でございますので、のちほど調査をして御報告したいと思います。






○１９番議員（又吉　久正君）

　公設市場やあるいは東市場、新天地市場を調査してみましたならば相当の被害をこうむつております。浸水が非常に大きいため被害が多くてぬれた品物をたたき売りして１ドルするのを１０ドルでたたき売りをして（「笑声」あり）もとい１０ドルするのを１ドルでたたき売りしているのを目のあたり見まして、それにあの浸水をどうしても防せぐ方法を講じなければいかないと、これこそ大きな問題だと思います。

　すでにガーブ川の改修工事も完了してもう浸水しないというような当局の説明もありましたが、すでに浸水騒ぎを起こしておりますが、この問題については特に西市場の建設とも関連するものでございまして、慎重に調査をやつていかなければいかないと思いますが、当局は公設市場付近だけの調査をされたのか、それともあのガーブ側一帯、上流、そういつたところも調査されたのかお答え願います。






○番外（市長　西銘　順治君）

　お答えします。けさ５時半から起きまして上流下流その周辺それに久茂地川を見て回わつたのでございますが、被害の実態につきましては今系数的にしかも具体的に申し上げる段階ではありません。ただガーブ川の改修問題につきましてはガーブ川の改築することによつてあの一帯の排水が完全によくなるということはだれも申しておりません。ただガーブ川のはんらんによる浸水が防せげるということを繰り返えして私は申し上げるのでございます。排水全体についてはさらに検討を要する問題がまだ残されておるわけでございます。

　今度見て回わりまして今度の水騒ぎはガーブ川のはんらんによる水騒ぎじやないのでございます。この点は自信をもつてこの段階では申し上げられるのであります。






○６番議員（儀間　真祥君）

　今度の水害はですね、単にガーブ川だけじやないということであります、安謝では床上に二尺ぐらいつかつており、この件は金城庄瑞議員のうしろ側が相当つかつております。

　その点も十分調査して、那覇市一帯ではどういう水害があるんだと、今後の対策はどうすればいいんだということも調査してもらいたいということであります。






○１７番議員（金城　吾郎君）

　台風被害の問題に関連して経済民生部長にお伺いいたします。

けさあちらこちら回わつてみますと街路樹がたおれているところがある、あれは事前に柳ですとほを打つとかそういつたのがやられておればそんなに被害は受けなかつたと思いますが、この管理は一体どういうふうになつているのか、この点をお伺いいたします。






○番外（経済民生部長　慶佐次　盛宏君）

　お答えいたします。ただいまの街路樹の件につきましては原則として管理は市のほうでやるということでございますが、御存知のとおり相当数に及んでおります。できるだけ通り会の協力を得てこれの管理をやつていこうということを考えておるわけでございます。

　ただし（「時間を延長します」という者あり）暴風災害等の時期におけるこの防止策につきましては剪定する場合にある程度の技術を要しますので、市のほうでできるだけやるように心がけております。が、手不足で幸いに国際通りにつきましては相当早やめに深い剪定をやつておりますので、ごらんのとおりふだんより被害は少ないのであります。

　また栄町通りの柳は剪定しないままにおいたために二、三交通を阻害するような報告がありましたが、これもけさから職員を派遣しまして交通の阻害にならないようにやつております。

　その他泊大通りのプラタナスが若干害をこうむつておりますが、これは剪定とは関係なくて木質の影響、要するにあの木自体が風に非常にさくいということからきておりますので、これについては早やめに残骸整理をしていきたいと考えております。






○１９番議員（又吉　久正君）

　先ほどの市長さんの御説明ではガーブ川がはんらんしたんじやないとこうおつしやつておられましたが、もちろんガーブ川からはんらんしなければ周囲から集つた水が浸水している、その浸水をどう防せぐのか、これが大きな問題だと思います。上から流れてくる水はあのガーブ川からはんらんしないが、そこに集つてくる水がはんらんしたというと、この水の処理をしなければいかないがこれについてどう考えておるか。






○番外（建設部長　花城　直政君）

　お答えいたします。ガーブ川の流れはわれわれもまだはつきりした調査はできておつたけれども、計算どおりの流量で流れておるということが大体推定されます。

その周辺から流れ込んでくる暗渠でありますが、これの整備がまだ完全になされておらないことが大きな問題じやないかと、そういうふうにわれわれは調査をしながら感じております。

　それで実際にこのガーブ川のカルバートの中にどこからどこにどの程度の暗渠が入つておるかということを具体的に調査をいたしまして、そこは何も障害に起つておらぬじやないかということも全部調査をした後でなければどういうふうにやるかはちよつと申し上げられませんけれども、調査の結果この浸水がないような計画を進めていきたいというふうに考えております。

（「進行」という者あり）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○２番議員（椿　秀義君）

　復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議を日程追加願います。

（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ただいまの日程追加の動議は成立しています。おはかりします、ただいまの動議のとおり日程追加することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認め日程追加第２復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議案、２番議員ほか、３名提出決議案を追加して、提出者の説明を求めます。






○２番議員（椿　秀義君）

　決議案を朗読して説明にかえります。

復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議

　母国日本政府より施政権の分離をされて米国の施政下にあつて強く祖国復帰への叫びを続けて参りましたが戦後二十年の今日殆んど進展の跡をみていない現状であります。

しかも複雑多難な今日の国際情勢の下では沖縄の実情も前途多端容易ならぬものがありますつきましては祖国復帰への大願は九十余万住民の血の叫びであり早急な実現を期するものであり、それにもとづく解決して頂き度い諸問題は山積みしているのでありますが、なかんずく民主主義の基本理念である人権尊重の重要性にかんがみその一つとして奄美籍者の永住権を与える件については１９６２年９月２９日当議会の議決をもつて高等弁務官にも要請してありますが今日迄何等の確答進展もみない現状であります。ここに再び新議会発足に当りまして要請決議し早急なる解決を強くお願いする次第であります。所謂奄美籍者は奄美が琉球と共に米国の施政下におかれた当時又はその以前から居住地の自由なる選択によつて琉球に生活の根拠を移した者であり現在９，３００余名の多数を算えております。これ等の人々の法的身分は外国人であり行政的に半永住者として居住を許されておりますがこの処遇の下では下記のように日常生活の上に多くの不便不都合がありますので、此の際永住許可者として法的身分を明らかにすると共に琉球籍が取得出来るよう要請することを決議します。

記

１．琉球税法の適用はうけておりますが各種の公民権が与えられておりません。

２．融資上の制約があります。

３．政府あつせんの集団就職及び海外移住協会斡旋の移民となれません。

４．琉球内に於ける就職の制約があります。

５．文部省主催の国費、自費学生への応募及び高校生徒に適用される特契制度の実施該当者になれません。

６．琉球政府公務員になれません。

７．米国政府主催の米留学生への受験ができません。

１９６５年８月５日

那覇市議会

　以上の理由でございますが、来たる８月の２０日に佐藤総理が見えますので、今までのような決議案を提出してもあとのほうがどうなつたかわからないような状態じやなくして、万場一致で議決の上、佐藤総理、または弁務官、または松岡主席と、このようにあて先がなつておりますので皆さま方の御協力をお願い申しあげます。

（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　ただいま読み上げました決議案は承認して（「その前に」という者あり）

質疑に入ります。






○８番議員（黒潮　隆君）

　非常にこれはいいと思いますが、文のちようど中ごろに「お願いします」という分がありますのが、権利の獲得を要求するという点で要請とか要求にしたほうがいいんじやないかと思います。お願いだつたら向こうが聞かなければどうにもなりませんので要請か要求にしていただきたいと思います。






○２番議員（椿　秀義君）

　強く要請するというように訂正します。






○１７番議員（金城　吾郎君）

　琉球という言葉が文の中にずいぶん入つておりますが、これを沖繩になおしていただきたいと思いますが。






○２番議員（椿　秀義君）

　沖縄に訂正します。




○議長（高良　一君）

　質疑討論省略して採決に入ります。追加第２、決議案第４号、復帰前の奄美籍者に永住権を与えるよう要請する決議案につきまして原案どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　御異議なしと認め本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（「議長」という者あり）




○１８番議員（大山　盛幸君）

　ただいまの問題も佐藤総理来島によるところの要請ですが、それに関連して市長に緊急質問をしたいと思いますので日程の中に入れていただきますようお取り計らい願います。（「賛成」という者あり）




○議長（高良　一君）

　題名は佐藤総理の来島についての市の態度、ですか、（「はい」という者あり）おはかりいたします、ただいまの１８番議員の日程追加することに御異議ありませんか。（「異議なし」という者あり）

　御異議なしと認め追加第３、佐藤総理の来島についての市の態度について緊急質問を許します。






○１８番議員（大山　盛幸議員）

　市長にお尋ねいたします。佐藤総理が近日来島することになつておりますが、新聞報道によりますと政府をはじめ各種沖繩の団体が総理に対して直接陳情、請願等を一生懸命になつて起案しておるようでございます。

　地方自治体におきましても琉球の各市町村会ですか、においてもそういう要請があるとは思いますが、他市町村は別として琉球の首都である那覇市においては特別に佐藤総理に訴えるべきものは訴えたほうがいいと思います。その件について西銘市長も御努力なさつておると思いますが、今度の来島により、山積しているところの那覇市の諸問題を解決すると、できるならば２７万那覇市民の福祉向上のために何ものか訴えようとなさつておると思いますが、そういう問題をスケジユールの中におり込む努力なさつておると思います。また訴えようとする問題についてどういう点を、問題を訴えようとなさろうとしておりますか、そういつた問題を市民に御発表願いたいと思います。






○番外（市長　西銘　順治君）

　お答えいたします。具体的な日程についてはまだ政府から発表がありませんけれども、いずれ総理と親しくお話し合う機会があるものだと信じております。

　したがいまして問題をどこにしぼつて総理に訴えるかということになりますが、簡単に申し上げますならば自治権の拡大、さらにその裏付けとしての地方財政の強化ということについて触れてみたいと思います。

　さらに当面する問題につきましては問題をしぼりまして安謝港の港湾構築計画、さらにそれからじんかい処理施設、この２点にしぼつてお話を申し上げてみたいと思います。




○１８番議員（大山　盛幸君）

　この２点について賛意を表します。ぜひ市長の、今の発表を総理に真剣になつて取り次いで要望してもらうように、その実現の成功に努力してもらうようお願いいたします。

　関連いたしまして那覇市議会議長として総理来島に伴つていかようなお考えをもつておりますか、その点を一つ御発表願います。




○議長（高良　一君）

　那覇市議長はおそらく今度の総理は忙しいので、市長と一緒に会うぐらいであります。

　今の市長の要望に対して積極的に進めていきたいというふうに考えております。






○１７番議員（金城　吾郎君）

　今の１８番議員の緊急質問の関連して今の市長の答弁にちよつと引つかかりが出たので質問してみたいと思います。

　なるほど那覇市の都市計画事業推進の上から港湾関係、あるいはし尿処理の問題、この二点にしぼつて訴えるということはけつこうであります。

ところで戦後２０年日本政府の総理大臣が、この切り離された沖繩に来るというのは今回が初めてである。そこで総理に対して訴えるとか要求するものは基本的な沖繩を祖国復帰である、これをまず前面に市長は打ち出してもらいたい。もちろん自治権の拡大もけつこうであるけれども、基本問題を忘れて折衝しては困る一体２０年もほつたらかしてどうするのかという強いところの要求が市長の口から、答弁が出なければならんと思うが一体市長はどう思うのか。






○番外（市長　西銘　順治君）

　お答えします。施政権の返還、また祖国復帰の問題については、琉球政府当局筋から強く要請されるものだと考えております。

　また立法院からも強い要請があろうかと思います。しかも何も日本復帰は反対ではございますん。ただ那覇市の問題として何を訴えるかということを申しあげただけでございます。




○１７番議員（金城　吾郎君）

　そうしますと琉球政府、あるいは立法院がやるであろうから自治体はこのことはやらぬでもいいじやないかという、そういうふうに聞えるが、琉球政府は琉球政府の立場で立法院は立法院の立場で、そして今財政的にいろいろな面で追い込まれている自治体の立場を、その苦しい現実の姿はどこからきているかということについて率直に訴えるべきであると私は考えるわけです。市長は日本復帰は言わぬでもいいじやないかということで、軽い気持ちじやなしにこれをまず前面に打ち出して２０年もほつたらかしてどうするのかということをこの際言つてもらいたいとあらためてお願いしたいと思います。市長もう一回。




○番外（市長　西銘　順治君）

　２０年間日本の政府の責任と米国政府の責任において解決されなければならない問題が、まだ解決されないままに２０年になつておることはよく知つております。

　したがいまして金城議員がしいて日本復帰の問題を言えということで私日米復帰を言うということじやございません。私は心から日本復帰を全住民が願つておりますということを素直にお伝えいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　以上で本日の日程は全部終了いたしました。これをもつて閉会いたします。



（午後４時１８分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




上会議録を調整し署名する




１９６５年８月５日




議長　　　　　高良一　　㊞




署名議員　　　安見福寿　㊞




署名議員　　　椿秀義　　㊞
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